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第１分野 １ – １ ガスバーナーの使い方

〈火のつけ方〉

① ②、③ ④、⑤

①ガス調節ねじ、空気調節ねじが軽くしまっていることを確かめる。

②元栓を開ける。

③コックを開ける。

④マッチに火をつける。

⑤ガス調節ねじをゆるめて、ガスに火をつける。

〈炎の調節の仕方〉

１０ｃｍぐらいの大きさ

①ガス調節ねじで炎の大きさを調節する。

②ガス調節ねじを動かさないようにして、空気調節ねじで炎の
色を調節する。

①空気調節ねじをしめる。

②ガス調節ねじをしめる。

③コックを閉じる。

④元栓を閉じる。

〈火の消し方〉

※火のつけ方と逆の手順
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基本問題

１．次のア～ウのうち、適正な炎はどれか。

２．ねじA・Bをそれぞれ何というか。

A

B

ア

空気調節ねじ

ガス調節ねじ

応用問題

１．ねじA・Bをゆるめる向きは、X・Yの

どちらか。

２．ガスバーナーの使い方について、

ア～オを正しい順に並べよ。

ア）元栓を開ける イ）コックを開ける

ウ）ねじAをゆるめる エ）ねじBをゆるめ点火する

オ）ねじA・Bがしまっていることを確かめる

３．どのような炎になるように調節するか。
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第１分野 １ – ２ 物質の分類

〈有機物と無機物〉

[実験]

①砂糖、スチールウールを図の
ように炎の中に入れ、燃えるか
どうか調べる。

②火がついたら、燃焼さじを石
灰水の入った集気びんに入れ
る。

スチール
ウール 砂糖

石灰水
③火が消えたら取り出して、集気
びんにふたをしてよく振る。

[結果]

①砂糖は燃えて、石灰水が白くにごった。

燃焼さじ

よく振る

②スチールウールは燃えなくて、石灰水は変化しなかった。

物質の正体を調べる

〈有機物と無機物②〉

[まとめ]

スチールウール・・・

砂糖・・・

→二酸化炭素が発生した。

燃えて、石灰水が白くにごった。

→炭素がふくまれているため。

●炭素をふくむ物質を有機物という。

●有機物以外の物質を無機物という。

→二酸化炭素は発生しなかった。

石灰水は変化しなかった。

白くにごる

二酸化炭素が
発生した

変化なし

〈金属と非金属〉

金属の性質

① ② ③ ④

みがくと特有
の光沢が出る

電気を通す たたいて広げたり、
引き延ばしたりす
ることができる

熱を通す

●これら４つの性質をもつ物質を金属という。
●金属以外の物質を非金属という。

（金属光沢）
（電気伝導性） （熱伝導性）
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基本問題

１．炭素をふくむ物質を何というか。

２．みがくと特有の光沢が出る、電気を通すなどの

性質をもつ物質を何というか。

３．下図のような実験をしたところ、石灰水の色が

変化した。何色に変化したか。

燃焼さじ

ふた

砂糖 石灰水

応用問題

ガスバーナー

石灰水

図のように、石灰水を入れた集気びんの中で

デンプンを燃やした。火が消えたら取り出して、

ふたをして振った。以下の問いに答えよ。

１．ふたをして振った後、石灰水は白く

にごった。何という物質と反応したからか。

２．１の結果から、この物質には何がふくま

れていることがわかるか。

３．この実験と同じ結果になるものはどれか。ア～エから
すべて選べ。

ア）砂糖 イ）食塩 ウ）スチールウール エ）エタノール
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第１分野 １ – ３ 上皿てんびんの使い方

〈準備〉

①安定した水平な台の上に置く。

②指針が左右同じ程度に振れるように、調節ねじで調節する。

うで
指針 皿

調節ねじ

目盛り板

〈薬品のはかりとり方〉

①左の皿に、はかりとりたい質
量の分銅と薬包紙をのせる。
右の皿に、薬品をのせるため
に折り目を入れた薬包紙をの
せる。

はかりとりたい
質量の分銅

薬品

薬さじ

薬包紙
薬包紙

調節ねじ
（左ききの人は左右を逆にする）

②指針が左右に等しく振れるまで、
薬品を静かにのせていく。

①

②

〈物質の質量のはかり方〉

①左の皿に、質量をはかるもの
をのせる。
右の皿に、分銅をのせる。

（左ききの人は左右を逆にする）

②質量の大きい分銅から順にの
せていき、指針が左右に等しく振
れるまで、分銅を置いていく。

質量をはかる
もの

うで ピンセット

分銅皿

調節ねじ
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〈電子てんびんの使い方〉

①安定した水平な台の上に置く。

②表示が0.0g(0.00g)になっていることを確認する。

③必要な量の薬品を少しずつのせていく。表示が落ち着く
のを確認して、表示の数字を読む。

応用問題

上皿てんびんについて、

以下の問いに答えよ。

１．図のように、ある物質

の質量をはかったところ

つりあった。この物質の

質量は何ｇか。

２．１で使用した分銅で、最初にのせた分銅はどれか。

３．上皿てんびんの指針がどのようになったとき、つりあったと

いうか。

質量を
はかるもの

20ｇ 5ｇ

100ｍｇ500ｍｇ

基本問題

１．てんびんを使うとき、どのような場所に置くか。

２．次の図の、①,②の名称を答えよ。

３．てんびんを使って、薬品をはかりとるとき、

薬品をのせる前に皿の上にのせるものは何か。

①

②
うで

① 皿

②

目盛り板
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